






























家族や薬物依存症者本人(以 下,本 人と記す)に 関す るデー
タは,「薬物依存症 とは」のプログラム実施後アンケー トに回
答 した対象者(116名)のみに絞 り分析 を行った.家 族は50～
60代(68.1%),女性(76.7%),親(86.2%)が多かった.
また,継 続的に支援を受けるようになってか ら5年 未満 の割
合(56.1%)が高 く,1年未満 も23.3%存在 した.精 神的健康
度(GHQ28)の評価 では56.9%が神経症群 に弁別 された.本
人は20～30代(74.8%),男性(85.3%)が多 く,未 だ断薬
に至 らない者や刑務所や 医療機 関に入所中の者 が合 わせて
53.5%と多かった.現 在の家族 と本人 との関係性は,一 緒に
暮 らしていた り,離 れて暮 らしているものの頻繁に連絡を取
り合 った りしている者の割合が合わせて64.7%と高かった.
プログラムの理解度 については,教 材 ごとの差は認め られ
ず,全 体でみると,「かな り理解できた」または 「完全に理解
できた」と回答 した者 の割合は52.3%にとどまっていた.ま
た,「離れて暮 らしているが頻繁 に連絡を取 り合 う群」の理解
度が最 も低 く,「離れて暮 らしてお りあま り(まったく)連絡
を取 り合わない群」の理解度が最 も高いな ど,家 族 と本人 と
の関係性によって,理解度に有意な差が認められた(Pearson
のカイ2乗 検定,p〈0.001).
有効性についても,教 材 ごとの差 は認 められず,全 体でみ
ると,70.4%の家族 が 「かな り役に立つ」または 「非常に役
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